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2Dユーザーのための
Fusion360を使った3D講座



クラス紹介

2Dから3Dへの移行をしたいけど、どこから始めて良いの
か分からない。
AutoCADの2D図面を3D図面にして解析したいけど、
Fusion360を使うのに戸惑いを感じている。
そんな初めてに関する不安や悩みを解決する講座です。



足立正

エンジニアリングオフィスアダチテック

Autodesk Expert Elite

3D-CADやデジタル機器を用いて中小企業様向けの

技術開発と製品開発の支援を行っています。



河上奏太

フリーランスエンジニア

Autodesk Expert Elite

機械商社出身、３DCAD/CAM/スキャン/プリントといったデ

ジタルものづくりの導入支援と教育事業に従事



AutoCAD図面を利用して3Dモデルを作る

- ２つの方法とそのメリットデメリット -



方法1 『2D図面をスケッチとしてそのまま利用する』

メリット

⚫ 素早く立体形状を作ることができる

⚫ 寸法の読み間違いを防ぐことができる

デメリット

⚫ 作ってから形状変更するのが難しい

⚫ 2Dの作図がいい加減だとそのまま3D化されてしまう



方法2 『2D図面寸法から3Dモデルを作る』

メリット

⚫ 作った後で形状変更することが容易にできる

⚫ 派生モデルを効率的に作ることができる

デメリット

⚫ 読図から3Dモデル作成に時間がかかる

⚫ 図面寸法の読み間違いが起きることがある



AutoCAD 図面



3D形状



3D化の流れ

⚫ 任意の平面に2Dスケッチ作成

⚫ 2Dスケッチに高さを付けて3D化

http://www.autodesk.com/creativecommons


AutoCAD図面を利用して3Dモデルを作る

方法1『2D図面をスケッチとしてそのまま利用する』



2D図面をスケッチとしてそのまま利用する

１．２D図面を３D空間上に貼り付ける

立体化するコマンドで使用する形状の輪郭線として利用します。

２．方向、位置合わせ/立体化
正面図、側面図を三次元空間上に正しく配置することで寸法を入力せずに立体化できます。

３．足りない部分の追加

図面から自動的に抽出できない要素、線として書かれていない部分は手動で付けてあげます。
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⚫ AutoCADから出力したDXFファイルを挿入

⚫ 3D化に使う図形のみスケッチとして使用

http://www.autodesk.com/creativecommons
http://drive.google.com/file/d/1aY5PHHHN-1SuZErrKR_fuOIcEBcTlDEb/view


⚫ 各投影図を座標位置を合わせて配置

http://www.autodesk.com/creativecommons


1. Ｌ字の部分の抽出



⚫ 2方向から投影図を押し出し

⚫ 重なった部分のみを抽出する

http://www.autodesk.com/creativecommons


2. リブ部分の作成



⚫ 三角形スケッチを押し出し

⚫ 側面図から高さ位置を拾って正しい位置にリブを作る

http://www.autodesk.com/creativecommons


3. 足りない穴とフィレット



⚫ 穴コマンドで穴を作る

⚫ 元の図面にないフィレットは手動で入力

http://www.autodesk.com/creativecommons
http://drive.google.com/file/d/1AuWcMLY0eYed6JTHFfqJrFbVgrqHxtB9/view


寸法確認



方法１ 2D図面をスケッチとしてそのまま利用する

１．２D図面を３D空間上に貼り付ける

立体化するコマンドで使用する形状の輪郭線として利用します。

２．方向、位置合わせ/立体化
正面図、側面図を三次元空間上に正しく配置することで寸法を入力せずに立体化できます。

３．足りない部分の追加

図面から自動的に抽出できない要素、線として書かれていない部分は手動で付けてあげます。

振り返り



AutoCAD図面を利用して3Dモデルを作る

方法2 『2D図面寸法から3Dモデルを作る』



2D図面寸法から3Dモデルを作る

1. 部品の形を機能別に分解する

実現させるべき機能をなるべくシンプルなスケッチで表現してFusion360の操作に置き換えます。

2. 機能をフィーチャーとして履歴に残す

設計の意図をフィーチャーに反映し、考えた順番通りに履歴に記録していきます。

3. 形状をパラメトリックに変形させる

履歴をさかのぼり、フィーチャーを修正することで設計変更を行います。



1. 外形押し出しからシェル化



⚫ 長方形のブロックを作る

⚫ シェルコマンドで板厚を定義する



2. ボルト穴を開ける



⚫ スケッチで穴の位置を定義する

⚫ 穴コマンドで穴を作る



3. 補強リブを付ける



⚫ 四角形スケッチを押し出してリブを作る

⚫ 斜めのスケッチで不要な部分を切り取る



4. フィレットを付ける



⚫ フィレットコマンドでコーナー部を丸める



2つの手法のまとめ

－使い分けの場面について－



どのような場面でどの手法を使うのか

『2D図面をそのまま3D化』

部品の形状変更が不要な場合

✓ 購入部品を使った設計を行う

✓ 従来部品をそのまま流用して設計

✓ そのままの形状でCAMデータを作成

『図面寸法から3D化』

部品の形状変更が必要な場合

✓ 派生モデル（部品）を作る

✓ 設計変更が発生する場合

✓ CAE解析で仕様検討を行う

学習時間が短い方法を選ぶ 柔軟な展開がしやすい方法を選ぶ



作った3Dモデルを使ってできること

－CAE解析－



CAE解析

変更可能に作った3Dデータを次の設計に活用する

1. デザイン環境からCAE環境にシームレスに移動

2. 形状変更の結果がすぐに解析に反映される

3. 解析結果に基づいた仕様決め込みを行う



⚫ デザイン環境からCAE環境へ移行

⚫ 解析条件を付与してソルバー実行



⚫ 形状変更の結果をCAE環境に即時反映

⚫ 同一条件で解析⇒結果を比較



作った3Dモデルを使ってできること

－CAMデータ作成－



CAMへの利用

● CAEと同様にシームレスに移行、変更の結果がツールパスに反映

●３D形状から高さなどを自動取得

●２D図面からも加工は可能だが３Dモデルを作った方が確実



⚫ 切削前の材料の大きさを3Dモデリング

⚫ 2D図を利用して切削範囲を指定

http://www.autodesk.com/creativecommons


⚫ 3Dデータから材料の大きさ自動設定

⚫ 3Dデータから加工領域自動設定

http://www.autodesk.com/creativecommons


3Dモデルあるなしの比較

２D図面のみ

●材料のモデリング

●加工工具の選択

●加工領域の選択

●高さの選択

●加工ピッチの設定

３Dモデルあり

●材料のモデリング不要

●加工工具の選択

●加工領域の選択（自動）

●高さの選択（自動）

●加工ピッチの設定（自動）

最適な加工を行うために設定の調節は必要



CAMへの利用

● CAEと同様にシームレスに移行、変更の結果がツールパスに反映

●３D形状から高さなどを自動取得

●２D図面からも加工は可能だが３Dモデルを作った方が確実

作業コストが激減
加工方向、高さを間違えて製品を削ってしまうことがない



3Dプリント

３Dモデルがあることで３Dプリンタでの出力が可能



⚫ 3Dプリントソフトに直接データを送ることができる

http://www.autodesk.com/creativecommons


3Dプリント品



解析とクラウドコンピューターの活用

ジェネレーティブデザインの利用



⚫ 設定する制約条件によって3D形状を自動生成

http://www.autodesk.com/creativecommons
http://drive.google.com/file/d/1bcs0On1tLi-3hpl09KjYUfZBt2kslLHY/view


⚫ 自動生成した3Dモデルの質量を確認できる

http://www.autodesk.com/creativecommons
http://drive.google.com/file/d/1iILrw7H4qa0t44zoMLEhxOCqyLkuyhq1/view


ジェネレーティブデザインの利用

175ｇ
1550ｇ



写真のような画像の作成

レンダリング



⚫ 写真のような画像を作ることができる

http://www.autodesk.com/creativecommons
http://drive.google.com/file/d/1Gj75BvrHQPE364LMH91ge8K7DyBQ-uVW/view


レンダリング



相手がCADを持っていなくてもブラウザで形状確認

ウェブビューアー



⚫ Webブラウザで3D形状を確認できる（CADソフト不要）

⚫ 寸法確認ができる

http://www.autodesk.com/creativecommons
http://drive.google.com/file/d/1BrvxbF1JmbDWeCPZ4arvOS3Z7oojGrMp/view


作った3Dモデルを使ってできること

－2D図面作成－



⚫ 3Dモデルから投影図や断面図を生成可能



作った3Dモデルを使ってできること

－3D加工サービスの利用－



https://meviy.misumi-ec.com/ja-jp/rapidprototype/

meviyラピッドプロトタイピング

https://meviy.misumi-ec.com/ja-jp/rapidprototype/


全体のまとめ

－3Dデータの作り方と活用について－



3Dデータの作り方と活用について

3Dデータを作る

✓ 2D図面から3Dデータの作成可能

✓ 2つののアプローチがある

✓ 形状変更の有無で使い分ける

3Dデータを活用

✓ CAE解析

✓ CAMデータ作成

✓ 2D図面（投影図）の作成

✓ 3Dプリント

✓ ジェネレーティブデザイン

✓ ウェブビューワ（形状確認）

✓ 3D加工サービス



おわりに

今回のクラスに関する質問はFusion360の

コミュニティフォーラムにて受け付けます。

タイトルに【AU2020質問】と付けて投稿してください。

Fusion360 コミュニティフォーラム 日本語

https://forums.autodesk.com/t5/fusion-360-ri-ben-yu/bd-p/707
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